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納豆によるアナフィラキシー

　一般に、アナフィラキシーは即時型反応で、食直後から、遅くても2時間以内に激しい症状が表れ始めます。時には、数時間して再びアナフィラキシー症状に襲われて二相性反応になることがあります。しかし、納豆によるアナフィラキシーは、即時症状が無く、食べて8～15時間後に初めて全身性の蕁麻疹、呼吸困難、意識消失などの症状が現れる遅発性のタイプです。

　遅発性アナフィラキシーの報告は、カニとハマグリでそれぞれ1報あります。しかし、それ以外は納豆による例で、2001年以降に数報ありますが、一例を除き成人例です。　血液と皮膚の検査では、大豆や納豆菌の成分には反応せず、納豆とその抽出物にだけ強い即時型反応がありました。即時型反応なのに遅発性に症状がでる理由として、納豆のネバネバに含まれるポリγグルタミン酸(PGG)が注目されています。PGGは、徐放剤に使われる生体内分解生物ポリマーで、腸管内でゆっくり分解されます。納豆のアレルゲンは、PGGに包まれていて、その分解に合わせて放出されるため、徐々に吸収されることになります。従って、アレルゲンの血中濃度が反応域に達するには時間がかかるという説です。症状が表れる直前に食べていないため、診断に手間取ってアナフィラキシーを繰り返した例もあるそうです。記憶にお留め下さい。
